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　　　　　　全
木
連
が
事
業
実
施
主
体
と
な
る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新
規
事
業
で
三
億
円
要
求

　　平
成
十
七
年
度

　　　林
野
庁
予
算
概
算
要
求
ま
と
ま
る

一
面
　　十
七
年
度
林
野
庁
予
算
概
算
要
　　

　
　
　
求

二
面
　
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開

　
　
　
催

三
面
　
七
月
新
設
住
宅
着
工
戸
数
　

　
　
　
景
況
調
査
（
八
月
分
）
　

伐
材
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
材
を
活
用

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
実
需
に
結
び

つ
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

「
事
業
内
容
」

　
木
へ
の
こ
だ
わ
り
強
化
事
業
（
新
規
）

（１）「
要
求
・
要
望
額
」

四
面
　
十
六
年
度
農
林
水
産
祭
　

　　農
林
水
産
省
は
八
月
三
十
一
日
、
来
年
度
予
算
概
算
要
求

を
ま
と
め
、
財
務
省
に
提
出
し
た
。
こ
の
う
ち
、
林
野
庁
一

般
会
計
予
算
の
要
求
額
は
五
千
五
億
三
千
万
円（
対
前
年
度

当
初
予
算
比
一
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
）、
う
ち
林
野
一
般

公
共
事
業
は
、
三
千
七
百
十
一
億
六
千
万
円
を
要
求
。
ま
た
、

非
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権（
三
位
一
体
改
革
）に

対
応
し
た
補
助
金
改
革
と
し
て
、
新
た
に
、
①
森
林
づ
く
り

交
付
金
＝
五
十
九
億
円
、
②
強
い
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り

交
付
金
＝
百
五
億
円
を
創
設
。
地
域
独
自
の
提
案
へ
の
支
援

な
ど
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
木
材
課
関
係
予

算
に
お
け
る
木
材
産
業
関
連
新
規
事
業
は
、
①
日
本
の
森
を

育
て
る
木
づ
か
い
推
進
緊
急
総
合
対
策
事
業
、
②
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
推
進
緊
急
総
合
対
策
事
業
な
ど
八
事
業
、
拡
充

事
業
は
二
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
消
費
・
安
全
局

表
示
・
規
格
課
関
係
予
算
概
算
要
求
の
中
で
、
新
規
事
業
と

し
て
①
建
設
発
生
木
材
再
使
用
J
A
S
規
格
調
査
検
討
事
業

が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

﹇
木
材
課
関
係
﹈

１
、
日
本
の
森
を
育
て
る
木
づ
か
い
推

進
緊
急
総
合
対
策
事
業
（
新
規
）

▼
趣
旨
＝
温
暖
化
防
止
を
図
る
た
め
の

京
都
議
定
書
に
基
づ
く
第
二
ス
テ
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、
短
期
間
で
効
率
的
に
間

二
億
七
千
万
円

　
森
林
を
育
む
木
の
住
ま
い
普
及
推
進

（２）事
業
（
新
規
）

〜
こ
こ
ま
で
使
え
る
間
伐
材
〜

▼
趣
旨
＝
地
球
温
暖
化
防
止
・
循
環
型

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
部

門
に
お
け
る
間
伐
材
等
の
地
域
材
の
実

需
を
高
め
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

「
事
業
内
容
」

①
普
及
事
業
、
②
販
売
促
進
支
援
事
業
、

③
情
報
提
供
事
業

「
事
業
主
体
」

　　　（　）社
全
国
木
材
組
合
連
合
会

「
補
助
率
」

　　定
額

「
事
業
実
施
期
間
」

　　平
成
十
七
年
度
〜
十
九
年
度

「
要
求
額
」

　　三
億
円

　
間
伐
材
等
地
域
材
実
需
拡
大
支
援
事

（３）業
（
新
規
）

「
要
求
額
」三
億
一
千
四
百
万
円

２
、
日
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
違
法
伐
採
対

策
協
力
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
事
業

（
新
規
）

「
要
求
額
」

　　五
千
五
百
万
円

３
、
暮
ら
し
の
中
の
地
域
材
利
用
活
性

化
事
業
（
新
規
）

「
平
成
十
七
年
度
要
求
・
要
望
額
」

　　○
強
い
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交

　　付
金
百
四
億
五
千
五
百
万
円
の
内
数

　　○
六
千
六
百
万
円

４
、
に
っ
ぽ
ん
木
の
い
え
普
及
推
進
タ

イ
プ
（
新
規
）

「
要
求
額
」

　　○
強
い
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交

　　付
金
百
四
億
五
千
五
百
万
円
の
内
数

５
、
木
造
公
共
施
設
整
備
タ
イ
プ
（
強

い
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交
付
金
）

「
要
求
額
」

　　○
強
い
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交

　　付
金
百
四
億
五
千
五
百
万
円
の
内
数

６
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
緊
急

総
合
対
策
事
業
（
新
規
）

（
強
い
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交
付

金
を
含
む
）

▼
趣
旨
＝
間
伐
等
が
行
わ
れ
て
も
そ
の

ま
ま
森
林
内
に
放
置
さ
れ
る
な
ど
、
十

分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
未

利
用
資
源
を
積
極
的
に
製
品
ま
た
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
、

京
都
議
定
書
に
お
け
る
森
林
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
吸
収
量
の
目
標
達
成
に
も
つ
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業界の皆様の応募をお待ちします
応募方法ほか詳細はホームページを
ご覧下さい。

愛称懸賞募集

賞金　 万円10　

　　　　　　　　伐
採
材
の
合
法
性
検
討
に
は
至
ら
ず

　Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
さ
れ
る

な
が
る
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
等
の
整
備
を

緊
急
に
実
施
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

い
っ
そ
う
の
利
用
推
進
を
図
る
。

「
事
業
内
容
」

　　　
木
材
チ
ッ
プ
の
利
用
・
供
給
対
策

（１）
　　事
業

　　　
森
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
体

（２）
　　制
構
築
モ
デ
ル
事
業

　　　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

（３）
　　用
促
進
タ
イ
プ
（
強
い
林
業
・
木
材

　　産
業
づ
く
り
交
付
金
）

「
事
業
実
施
主
体
」

　　　（１）
　（　）社
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　　　
都
道
府
県
、
市
町
村
、
木
材
関
連

（２）
　　業
者
等
の
組
織
す
る
団
体
等

　　　
都
道
府
県
、
木
材
関
連
業
者
等
の

（３）
　　組
織
す
る
団
体
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
等

「
補
助
率
」
定
額

「
事
業
実
施
期
間
」

　　　
平
成
十
七
年
度
〜
十
九
年
度

（１）
　　　
、
　
平
成
十
七
年
度
〜
二
十
一
年

（２）

（３）

　　度

「
要
求
額
」

　　　
七
百
三
十
四
万
円

（１）
　　　
、
　
強
い
林
業
・
木
材
産
業
づ
く

（２）

（３）

　　り
交
付
金
百
四
億
五
千
五
百
万
円
の

　　内
数

７
、
木
材
総
合
情
報
整
備
促
進
事
業

（
拡
充
）

「
要
求
額
」

　　二
億
二
百
万
円

８
、
木
材
産
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す

る
事
業
（
ラ
ベ
リ
ン
グ
木
材
普
及
対
策

事
業
（
新
規
）
を
含
む
。）（
拡
充
）

「
要
求
額
」

　　○
一
億
八
千
六
百
万
円

　　○
強
い
林
業
・
木
材
産
業
づ
く
り
交

　　付
金
百
四
億
五
千
五
百
万
円
の
内
数

９
、
住
宅
資
材
総
合
防
災
対
策
事
業

（
新
規
）（
安
全
・
安
心
な
木
造
住
宅
づ

く
り
総
合
対
策
事
業
）

「
要
求
額
」
九
千
五
百
万
円

10
、
地
域
食
料
産
業
等
再
生
の
た
め
の

研
究
開
発
等
支
援
事
業
の
う
ち

地
域
材
利
用
拡
大
推
進
（
新
規
）

「
要
求
額
」
五
千
百
万
円

﹇
消
費
・
安
全
局
表
示
・
規
格
課
﹈

建
設
発
生
木
材
再
生
使
用
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格

調
査
検
討
事
業
（
新
規
）

▼
趣
旨
＝
一
年
間
に
発
生
す
る
建
設
廃

棄
物
の
う
ち
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
塊
な
ど
は
再
資
源
化
率
が
九

五
％
を
越
え
る
一
方
で
、
建
設
発
生
木

材
の
再
資
源
化
率
は
三
八
％
と
低
い
水

準
に
あ
る
。

　　今
後
、
建
設
廃
棄
物
、
な
か
ん
ず
く

建
設
発
生
木
材
の
量
は
今
後
増
大
す
る
。

　　し
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
は
限
度
が

あ
る
こ
と
か
ら
リ
ユ
ー
ス
を
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

観
点
か
ら
新
し
い
「
リ
ユ
ー
ス
Ｊ
Ａ
Ｓ
」

の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の

前
提
と
な
る
建
設
発
生
木
材
の
品
質
等

級
区
分
の
調
査
・
検
討
を
行
う
。

「
事
業
の
内
容
」

　　建
設
発
生
木
材
の
有
効
利
用
の
た
め

　　の
品
質
等
級
区
分
の
調
査
を
行
い
、

　　そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
「
リ
ユ
ー
ス

　　Ｊ
Ａ
Ｓ
」
の
導
入
に
係
る
検
討
を
行
う
。

「
事
業
実
施
主
体
」

　　民
間
団
体

「
事
業
実
施
期
間
」

　　平
成
十
七
年
度
〜
十
九
年
度

「
要
求
額
」
九
千
五
百
万
円

　
二
〇
〇
四
年
八
月
三
十
日
〜
九
月
一

日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ

ル
タ
で
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
地
域
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
た
。

　　こ
の
会
議
に
全
木
連
違
法
伐
採
問
題

検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
新
潟

大
学
農
学
部
の
荒
谷
明
日
兒
教
授
は
じ

め
全
木
連
の
後
藤
副
会
長
、
全
森
連
の

木
下
副
会
長
、
全
木
連
総
務
部
の
加
藤

正
彦
の
四
名
が
参
加
し
た
。

　　こ
の
会
議
は
、
ア
ジ
ア
森
林
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
）
の
強
化
の
た

め
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
（
国
際
熱

帯
木
材
機
関
）
主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
今
回
は
、
約
十
七
ヵ
国
か
ら
約
百

四
十
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
ジ
ョ
グ
ジ

ャ
カ
ル
タ
市
内
の
ホ
テ
ル
で
三
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
、

林
野
庁
、
環
境
省
、
外
務
省
、
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
全
木
連
等
か
ら
三
十
名
程
度
が

参
加
し
た
。

　
会
議
で
は
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
の
主
要
な
課
題

で
あ
る
違
法
伐
採
対
策
、
森
林
火
災
の

予
防
、
森
林
荒
廃
地
の
復
元
に
つ
い
て
、
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T
he　N

ature
C
onservancy

telapak

　　平
成
十
六
年
七
月
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は

　　　　　　　　　　　　　　　十
万
六
千
戸

　　　　　　　　季
節
調
整
済
み
年
率
換
算
は
百
二
十
四
万
二
千
戸

　　国
土
交
通
省
が
八
月
三
十
一
日
に
発

表
し
た
七
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は

前
年
同
月
比
七
・
八
％
増
の
十
万
六
千

四
百
六
十
二
戸
と
な
っ
た
。

　　七
月
は
持
ち
家
、
貸
家
、
分
譲
の
す

べ
て
で
増
加
し
た
。
新
設
住
宅
の
着
工

床
面
積
も
増
加
し
た
。
木
造
は
、
木
造
、

在
来
木
造
と
も
二
ケ
タ
に
迫
る
伸
び
率

で
好
調
。

　　国
土
交
通
省
で
は
、
七
月
の
着
工
状

況
に
つ
い
て
ロ
ー
ン
減
税
の
延
長
等
に

よ
り
住
宅
環
境
が
良
好
に
推
移
し
て
い

る
と
分
析
し
て
い
る
。

建　築　着　工
単位：戸

単位：1000㎡

※在来木造＝木造からプレハブと2×4を引いた数値

建 築 物 計

木 造

新 設 住 宅 計

木 造

＋　7.9
＋　8.9
＋　8.4
＋　9.7

＋　4.8
＋　0.5
＋　0.8
＋　1.0

16,445
6,081
9,734
5,419

104,023
37,281
60,871
33,342

ワークショップ会場風景

＋　8.135,949持 ち 家

民 間 資 金

公 的 資 金

在 来 木 造

木 造

分 譲 住 宅

給 与 住 宅

貸 家

＋11.186,126
20,336 －　4.0

31,465

39,058
49,314

38,494
554

＋15.5

＋　9.2
＋　9.5

－42.8
＋　3.3

新 設 住 宅 計

16年7月

106,462 ＋　7.8

（％）
前年比

－　1.6216,071

＋　2.4
＋　1.2
0.0
＋1.4
＋　7.5
－22.6
＋　0.2

531,570
143,573

243,802
305,868
198,556
4,680

255,836

＋　1.4

前年比
（％）

675,143

1～7月
16年

床　面　積

会
場
か
ら
は
、
事
前
に
議
題
と
討
議
資

料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
メ
ー
ル
等
で
今
回
の
参
加
者
に
連
絡

し
て
も
ら
う
よ
う
要
望
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
イ
ベ
ン
ト

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
）
も
行
っ
て
は

ど
う
か
と
提
案
が
あ
っ
た
。

　　　　　　二
〇
〇
四
年
九
月

　　　　　　　　　　　　全
木
連
・
加
藤
記

Ａ
Ｆ
Ｐ
の
主
要
パ
ー
ト
ナ
ー
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
、
日
本
政
府
、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ｏ

Ｒ
＝
国
際
森
林
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、

Ｔ
Ｎ
Ｃ
＝
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　）
を
中
心
に
話
し
合
い

が
持
た
れ
た
。

　違
法
伐
採
対
策
に
関
し
て
は
、
伐
採
木

材
の
合
法
性
の
定
義
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
も
た
れ
る
と
思
わ
れ
た
が
、
そ
の

前
に
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
木
材

の
追
跡
シ
ス
テ
ム
）
の
重
要
性
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
隣
接
す
る
各
国
の
こ
の
問

題
に
対
す
る
対
応
等
の
話
で
合
法
性
の

詳
細
な
定
義
の
検
討
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

　次
回
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
会
議
は
二
〇
〇
四
年
十

二
月
八
日
〜
十
日
に
東
京
で
開
催
予
定
。

　　会
議
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
。

﹇
８
月
30
日
﹈

　　イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
、
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
代

表
、
市
川
農
林
水
産
副
大
臣
、
松
岡
利

勝
自
民
党
衆
議
院
議
員
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
林
業
省
の
ス
ピ
ー
チ

▼
全
体
会
議

１
、
A
F
P
活
動
の
今
ま
で
の
経
緯

（
日
本
政
府
　
林
野
庁
か
ら
）

―

２
、
他
の
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

経
過
と
現
状
の
報
告
１

﹇
８
月
31
日
﹈

▼
　全
体
会
議

　森
林
火
災
の
予
防
と
荒
廃
地
の
復
元
に

つ
い
て
の
報
告
、
討
議
　（　）略

﹇
９
月
１
日
﹈

▼
　全
体
会
議

（
違
法
伐
採
関
連
）

１
、
違
法
伐
採
問
題
に
対
す
る
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
枠
組
の
創
設
と
各
国
の

税
関
当
局
の
協
力
に
つ
い
て
の
報
告

（
Ｔ
Ｎ
Ｃ
よ
り
）

２
、
ア
ジ
ア
の
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｔ（
森
林
関
連

法
規
の
施
行
・
統
治
・
貿
易
）、
Ｐ
ａ
ｎ

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
木
材
認
証
対
策
、
Ｉ
Ｔ

―Ｔ
Ｏ
等
を
含
む
現
状
の
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
間
の
調
和
に
つ
い
て
（
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
＝

英
国
国
際
開
発
省
　
よ
り
）

―

３
、
合
法
性
の
最
低
基
準
、
木
材
の
ト

ラ
ッ
キ
ン
グ
、
Ｃ
ｏ
Ｃ
（
生
産
・
流
通

・
加
工
工
程
の
管
理
）、検
証
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
（
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
よ
り
）

４
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
違
法
伐
採
対
策

に
つ
い
て
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
林
業
省
よ

り
）

会
場
か
ら
の
発
言
：

・
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
の
違
法
伐
採
材
が

直
接
中
国
に
行
っ
て
い
る
（
　　　　　　　　

の
報
告
）、こ
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
が
必
要

で
あ
る
。
今
後
は
中
国
が
中
心
に
な
る
。

・
木
材
輸
入
業
者
を
対
象
に
し
た
業
者

間
の
話
し
合
い
を
開
い
て
は
ど
う
か

（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
よ
り
）

・
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
は
マ
レ
ー

シ
ア
の
企
業
が
大
変
活
発
に
活
動
し
て

い
る
。
森
林
認
証
や
地
元
住
民
等
に
よ

る
監
視
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

・
二
〇
〇
四
年
十
月
に
タ
イ
で
開
催
さ

れ
る
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
（
絶
滅
の
恐
れ
の
あ

る
野
生
動
植
物
の
種
の
国
際
取
引
に
関

す
る
条
約
＝
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
）
会
議

で
は
、
違
法
伐
採
の
問
題
が
話
題
と
な

る
と
思
わ
れ
る
。

・
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
へ
多
く
の
木
材
が

密
輸
さ
れ
て
い
る
。
両
国
政
府
同
士
の

話
し
合
い
が
必
要
で
あ
る
。

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
で
な
く
マ
レ
ー

シ
ア
も
こ
の
問
題
に
強
い
関
心
が
あ
る
。

今
後
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
活
動
も

紹
介
し
た
い
。（
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
）

・
今
回
の
よ
う
な
会
場
で
は
実
際
の
違

法
伐
採
現
場
の
緊
迫
感
、
森
林
喪
失
の

危
機
感
が
会
議
参
加
者
に
実
感
と
し
て

認
識
さ
れ
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。
実

際
に
現
場
を
見
て
会
議
を
行
っ
た
ほ
う

が
実
効
あ
る
議
論
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
か
ら
）

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
隣
国
へ
違
法
伐

採
材
が
密
輸
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ま
わ

り
の
国
々
の
対
策
も
合
わ
せ
て
必
要
で

あ
る

▼
全
体
会
議
　　

１
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
違
法
伐
採
と

違
法
伐
採
材
の
取
引
へ
の
現
在
行
わ
れ

て
い
る
対
策
と
今
後
取
り
得
る
対
策
に

つ
い
て
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
林
業
省
よ
り
）

２
、
次
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
会
議
に
つ
い
て

　　第
４
回
Ａ
Ｆ
Ｐ
会
議
を
12
月
８
〜
10

日
に
東
京
で
行
う
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
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〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

―　4　―

弱　含　み

平成16年9月25日（土曜日） （第558号）（第三種郵便物認可）

　　平
成
十
六
年
度
農
林
水
産
祭
は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
一
月
に
開
催

8月分集計表
モニター数97　　回答数78　　回収率80％

増加16％（12）
増加18％（10）
上昇　6％（　5）
上昇19％（15）

増加59％（46）
増加46％（36）
上昇10％（　8）
上昇15％（12）

19％（13）
15％（10）
16％（10）
10％（　7）
24％（14）

47％（34）

減少42％（33）
減少47％（37）
下降　4％（　3）
下降　0％（　0）

減少　5％（　4）
減少　8％（　6）
下降　3％（　2）
下降　8％（　6）

　9％（　6）
11％（　7）
　8％（　5）
24％（16）
13％（　8）

　0％（　0）

72％（48）
74％（49）
76％（48）
66％（44）
63％（37）

53％（38）

変わらず42％（33）
変わらず40％（31）
変わらず90％（70）
変わらず81％（63）

変わらず36％（28）
変わらず46％（36）
変わらず87％（68）
変わらず77％（60）

変わらず47％（37）
変わらず39％（31）
変わらず86％（68）
変わらず70％（55）

変わらず43％（34）
変わらず43％（34）
変わらず81％（64）
変わらず72％（57）

モニター数97　　回答数79　　回収率81％

増加18％（14）
増加13％（10）
上昇　8％（　6）
上昇23％（18）

増加46％（36）
増加39％（31）
上昇14％（11）
上昇22％（17）

34％（13）
17％（　4）
27％（10）
15％（　8）

42％（11）

63％（24）
79％（19）
68％（25）
70％（39）

46％（12）

減少35％（28）
減少48％（38）
下降　6％（　5）
下降　7％（　6）

減少11％（　9）
減少18％（14）
下降　5％（　4）
下降　6％（　5）

　3％（　1）
　4％（　1）
　5％（　2）
15％（　8）

12％（　3）

　　平
成
十
六
年
度
（
第
四
十
三
回
）
農

林
水
産
祭
は
、
主
催
農
林
水
産
省
、
　（　）財

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
に
よ
り
、
本
年

十
一
月
に
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
る
。

○
顕
彰
普
及
関
係
行
事

「
農
林
水
産
祭
式
典
」

開
　催
　日
＝
十
一
月
二
十
三
日

場
　
　
所
＝
明
治
神
宮
会
館

行
事
内
容
＝
過
去
一
年
間
の
農
林
水
産

祭
参
加
行
事
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
者
の
中
か
ら
、
中
央
審

査
委
員
会
の
審
査
を
経
て
選
考
さ
れ
た

優
秀
農
林
水
産
業
者
に
対
し
、
天
皇
杯
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
及
び
日
本
農
林
漁
業

振
興
会
会
長
賞
の
授
与
を
行
う
。

○
啓
発
関
係
行
事

「
実
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

開
　催
　日
＝
十
一
月
十
九
日
〜
二
十
日

場
　
　
所=

東
京
国
際
展
示
場
・
西
展

示
棟
西
四
ホ
ー
ル
、
屋
上
展
示
場

行
事
内
容
＝
農
林
水
産
業
啓
発
展
及
び

地
域
農
林
水
産
展
を
行
う
。

　　時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
で
政
府
特
別
展

示
を
行
う
と
と
も
に
、
特
色
あ
る
都
道

府
県
・
農
林
水
産
団
体
の
技
術
、
経
営

あ
る
い
は
農
林
水
産
物
の
展
示
、
販
売

等
の
ほ
か
、
地
域
産
品
等
の
P
R
を
行
う
。

　　ま
た
、
農
林
水
産
物
を
東
京
善
意
銀

行
を
通
じ
て
福
祉
施
設
に
贈
呈
す
る
。

　
毎
年
、「
実
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お

い
て
、
木
材
需
要
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
全
木
連
が
世
話
役
と
な
っ
て
林
業
・

木
材
関
係
団
体
に
よ
る
親
子
日
曜
木
工

教
室
が
開
か
れ
、
人
気
を
博
し
て
い
る

が
、
今
年
も
教
室
を
開
設
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
参
加
団
体
は
例
年
の
通
り
、

全
木
連
、
全
森
連
、
日
合
連
、
日
集
協
、

全
天
連
、
全
国
木
造
住
宅
機
会
プ
レ
カ

ッ
ト
協
会
、
日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ

ン
タ
ー
、
日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ

ー
な
ど
主
要
十
四
団
体
の
予
定
。


